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特に対象とする学部はない

大学1・2年生の募集対象ではあったが特に積極的に募集は行っていない

はい

いいえ

いいえ 交通費の支給あり　食事代の支給あり

全て対面で実施

【実務体験】実際の業務を一部実施　【交流】社員の同行等による仕事見学やオフィス・工場・研究所などの職場見学　【その他】職
業適性・自己理解などを深めるワーク　【その他】人事や社員による講義・レクチャー　上記以外の内容を実施　その他

◆就業体験実習で学べること◆
・観測業務の原則・目的・必要性、地域の災害避難情報との関わり。
・作業を積み重ねる大切さ、仕事に対する責任感。
・チーム作業での連携やコミュミケーションの大切さ。　　　など

１日目【オリエンテーション】
　　　　　　　　　・会社概要説明　・業務内容説明。
　　　　　　　　　・安全な作業のための講習　・近隣観測所の現地見学
２日目【現地実習】・橋梁モニタリング設備整備点検作業実習
３日目【現地実習】・土石流警報システム整備点検作業実習
４日目【現地実習】・ダムサイ(総合気象観測システム)整備点検作業実習
５日目【社内研修】・降水量観測（解説）　・河川水位観測（解説）
　　　【社内実習】・雨量計センサーの原理、構造、整備など
　　　　　　　　　・水位計センサーの原理、精度試験など
　　　　　　　　　・観測データの解説、整理など
　　　【振返り】　・体験全体の振返り　・質疑応答　・報告書作成

3

社長　主任（チームリーダー）　若手社員

現地実習では、出来る限り若手社員とベテラン社員のチームに同行することで、同年代スタッフとの交流（意見交換）が図れるよう考
慮している。

・会社概要の説明
・近隣観測所の現地見学
・現地実習における安全な作業指導（事前講習を含む）
・業務の目的、内容の解説
・現地実習の手順、作業指導
・社内における観測実機を使用しての実習指導　など

・スタッフ間における連携やコミュニケーションの重要性への気づき。
・精度の高い計測値を求める面白さ、チャレンジ精神の高揚。
・災害に関する新たな認識から、地域防災減災に対する意識改善。
・移動中の事故や作業中のケガなど、安全対策の重要性への気づき。

主に「防災関連知識」と「環境計測実習」の2つに学生の参加目的が分かれたことより、それぞれに合った体験コースを検討。

業界・企業・仕事内容の説明　インターンシップの内容説明　社長の講演　学生1人ひとりに対する目標設定　その他

フィールドワークの安全講習

個人に対する書面（評価シート等）でのフィードバック　その他

30分～1時間未満 （2日間以上のプログラムのみ）期間中学生が参加した日は毎回行った

実習を通して学んだこと、感じたことをご自身の職業選択に活かしてくださること。目先の成功でなく、選んだ道で自身の成長を目指
して進んでいただくこと。

インターンシップ終了後の定期的な連絡・フォロー

非上場

社内報をメール配信。

50人未満

専門・その他サービス


